
節度ある適度な

飲酒を心がけ

ましょう！

非

1 日の適量は、純アルコール 20ｇ（＝２ドリンク）と言われています。
女性と高齢者の方は、この半分を目安にしてください。なお、適量に
は個人差があります。通院中の方は、主治医の指示に従ってください。

（％）

お酒の容量（ml）×（アルコール度数÷100）×0.8（アルコールの比重）

（例）ビール中びん

１本500ml×（５度÷100）×0.8＝20ｇ

※純アルコール約10ｇを１ドリンクと
するので、ビール中ビン１本（500ml）には
２ドリンクの純アルコールが含まれる。

純アルコール量の計算式
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鳥取市保健所

中部総合事務所倉吉保健所

西部総合事務所米子保健所

鳥取市富安２丁目 138-4　鳥取市役所駅南庁舎１階

米子市糀町 1 丁目 160
（※R5.12月移転 詳細は要確認）

鳥取市東町３丁目 307

相談支援コーディネーターを配置し、関係機関との連携を含めた各種相談に応じます。

社会医療法人明和会
医療福祉センター 渡辺病院

鳥取県依存症
支援拠点機関

発行：鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局障がい福祉課

※家族教室および専門相談を実施。 日時については要確認。

※奇数月の第２木曜日午後に家族教室および専門相談を実施。
AA中四国セントラルオフィス

自助グループ・回復支援施設

アルコール依存症患者等の状況

ご自身や周囲の飲
酒問題で困ったら、
一人で悩まず相談
してください。

ご自身や周囲の飲酒問題で困ったら、
一人で悩まず相談してください。

厚生労働省「令和２年患者調査」によれば、日本の
アルコール依存症は 5 万 2000 人。これはあくまで、 
病院で治療を受けている人の数であり、厚生労働省 
研究班の調査（2018 年）では、アルコール依存症の
判断基準を満たす人は全国で約 54 万人と推定されて
います。 

～

～

初期のアルコール健康被害（依存症）への減酒の取り組みが
始まっています。
重度のアルコール健康被害（依存症）の場合は、断酒が基本です。

倉吉市山根 43

依存症専門チームが相談に応じます。一人で悩まずご相談ください。

社会医療法人仁厚会
医療福祉センター 倉吉病院

鳥取県依存症
専門医療機関

（アルコール健康障害）

米子市日原 319 ー 1

アルコール依存症専門医療機関として、相談に応じます。
医療法人勤誠会 米子病院

鳥取県依存症
専門医療機関
(アルコール健康障害)



習慣的な
多量飲酒

習慣的な多量飲酒

大きく分けて

が密接に関

連しています。

以上飲ん

萎縮


